今回は、当院が訪問診療しているお宅の患者さんの声をお届していきます。そしていつものように、栄養についてのワンポイントアドバイスもお届けいたします。

■患者さんの声（Iさん）
Iさんはちょうど1年前から訪問診療を行っている方です。
Iさんからは、「病院に行くのが大変で、待ち時間が長く疲れてしまうので、往診に来てくれて助かっています。自宅に来てくれて、いろいろなお話ができて楽しいです。家族がいないので、先生やアシスタントの方の顔を見れて嬉しいです。
先生に診てもらった後は、体に何も問題はなかったと安心できます。体調に問題なく、元気に過ごせているのは先生が来てくれるおかげで、毎回楽しみにしています。」というお声をいただきました。Iさん、いつもステキな笑顔をありがとうございます！

■管理栄養士めぐみのワンポイントアドバイス
＜米飯と菓子パンの糖質の吸収について＞
今回は、糖分の吸収について、米飯と菓子パンの糖吸収炭水化物（糖質）について紹介させていただきます。
お一人暮らしの糖尿病の患者様の中には、しばしば菓子パンを召し上がる方がいらっしゃいます。
菓子パンは手軽で食べやすいですが、主食として食べるなら米飯をおすすめします。
米飯と菓子パンは、ともに炭水化物ですが、糖質の種類が異なります。米飯に含まれる糖質はでんぷんで、多糖類に分類されます。それに対し、菓子パンに含まれる糖質は砂糖で二糖類に分類されます。二糖類は細胞に吸収されやすく、血糖値の上昇が速くなりますが、でんぷんは多糖類なので細胞に吸収されるスピードが遅く、二糖類に比べて血糖値の上昇が緩やかです。
他方、菓子パンがどうしても好きだ、という方もいらっしゃると思います。そのような方は、食物繊維やたんぱく質と一緒に食べることで、血糖値の上昇を遅らせることができます。
